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平成３０年１０月１２日 

 

 

「髙旗健次、ドミトリー フェイギン、新見フェイギン 浩子 

室内楽の午後 Vol.6」を開催します 
 
 

広島大学大学院教育学研究科・教授で、ヴァイオリニストの髙旗健次が、ロシ

ア人チェリストの D.フェイギン氏（東京音楽大学教授）と、ピアニストの新見

フェイギン浩子氏との室内楽リサイタルを、東広島芸術文化ホールくららにて開

催します。 

 

第６回目を迎える本公演は、ヴァイオリンとチェロ、ピアノによる室内楽リサ

イタルです。芸術の秋、国際色溢れるクラシックの音色を、是非、地元東広島芸

術文化ホールくららでご堪能ください。 

 

 

記 

 

 

【日 時】平成３０年１０月２８日（日）14：30 開演（14：00 開場） 

                    16：30 終演（予定） 

【会 場】東広島芸術文化ホールくらら小ホール 

【主 催】広島大学大学院教育学研究科音楽文化教育学講座弦楽研究室 

【共 催】東広島芸術文化ホール指定管理者 

 

※ 入場料その他、詳しくは添付のチラシをご覧ください。 

 

 

【お問い合わせ先】 

東広島芸術文化ホールくらら  

1F チケットセンター 

TEL:082-426-5990(10:00-19:00)土日祝も営業 

http://kurara-hall.jp/ 

 発信枚数：Ａ４版３枚（本票含む） 

 

 

 

 

 

 

 

 

広島大学広報グループ 

〒739-8511 東広島市鏡山 1-3-2 

TEL：082-424-3749 FAX：082-424-6040 

E-mail: koho@office.hiroshima-u.ac.jp 



＜プログラム＞ 

 

●シューベルト:ノットゥルノ 

F: Schubert: Notturno 

●スメタナ作曲： ピアノ三重奏曲 ト短調  

B.Smetana: Trio g-moll 

●メンデルスゾーン作曲：ピアノ三重奏曲 第２番 ハ短調 作品 66 

F.Mendelssohn: Trio: Nr.2 c-moll Opus66 

 

 

 

＜演奏者＞ 

 

○高旗健次（広島大学大学院教育学研究科音楽文化教育学講座教授）ヴァイオリニ

スト：フェイギン夫妻とともにさまざまな作品を演奏してきたが、今回はドイ

ツ語圏の作曲家である F.シューベルトと F.メンデルスゾーン、そしてチェコの

作曲家の B.スメタナの作品を演奏。 

 

○ドミトリー・フェイギン氏（東京音楽大学教授）ロシア人チェリスト：父である

ヴァレンティン・フェイギン氏は、S.クヌシェヴィツキー、D.シァフランとと

もに、旧ソ連時代の三大チェリストとも言える巨匠。自身も祖国、ロシアの伝

統的スタイルを継承し、ロシアと日本を中心に活躍する世界的なチェリスト。 

 

○新見・フェイギン・浩子氏（東京音楽大学付属音楽高等学校講師）ピアニスト：

ドミトリー氏の奥様。モスクワ音楽院にて研鑽を積み、夫ドミトリー氏ととも

に奏でるアンサンブルの、深く研ぎ澄まされた表現力は、各評論家達から高い

評価を得ている。 

 




